
 

 

 

 

 
 

                         
 
    
   平成 21 年 11 月 28 日（土）リナシティかのやホールにおいて開催しました 
 

テーマ「こころの凝りをほぐそう」 
 

講 師  武井 美智子氏 
武井内科クリニック院長 
特定非営利活動法人「こころのサポートアミ」代表理事 

 

演 題 『メンタルヘルスにおけるうつ病について』 
 
               疲れたときの休養の必要性や、うつ病に 

ついての正しい知識、又、自分自身を知る 
良い機会だったのではないでしょうか。 

ご来場の方から「とても分かりやすい話であった。もう 
少し聞きたかった。」と大変好評をいただきました。 
      
       
    

メンタルヘルスとうつ病について 
（アドバイザー 武井美智子氏） 

 

講演を聞き更に詳しく聞きたい。相談をしたい。と思われた方々を対象にワークショップを開催

しました。参加された方のストレス耐性度やうつ病の軽い症状についてのチェックがあり、その後

は、参加された方の悩みや相談などに対し、適切なアドバイス等がありました。参加されて「気持

ちが楽になった。」という方や時間が過ぎても相談する方がいらっしゃるほどでした。 
 

     仕事について  
    （アドバイザー 中川 清美氏） 

 

 仕事や日常生活の場で役立つ話の聴き方についてのワークショップで、相手の話をしっかり聴く

ことで、もっと話したい、安心感、信頼感が生まれる。言葉の奥にある体験を聴いて、「私はどう

したいのだろう。」と自分の心の声を大切にし、自分の気持ちに気づくことで心をリフレッシュし

ていただきました。 
 

         家庭について 
    （アドバイザー 益満 成美氏）   
 自分と家族の心の健康を保つために、うつ病やストレス対策について考え、ワークショップで自

分の感情との付き合い方を知り、心の自然治癒力を高めることを学んでいただきました。また、ス

トレスチェックや問題の解決方法などを具体的に話し合っていただきました。 
 
“自分のストレスや不安に気づいたら相談、助けを求めることも大切です” 
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   男女がお互いに認め合い、 

        ともに創り・育てるまちをめざします 
2009.12 No.15



重点項目１   固定的な性別役割分担意識の解消 

重点項目２   男女共同参画を推進する教育・学習の充実 

重点項目３   人権尊重への取組 

基本理念 

「男女がお互いに 

認め合い・ともに

創り・育てるまち

をめざします」 

 

重点項目４   ワーク・ライフ・バランスの促進 

重点項目５   農林水産業・商工業の自営業等における男女共 

同参画の促進   

重点項目６   安心して子育てができる支援体制の整備 
重点項目７   高齢者や障害者が安心して暮らせる支援体制の

整備 

基本目標 １ 
人権尊重の視点に立っ

た男女平等意識の確立 
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基本目標 ３ 

男女共同参画によ

る活力ある地域づ

くりの推進 

 

 
 

 

男女共同参画社会（男性も女性も自分の選んだ生活スタイルが認められ、お互いに支え合い喜び

も責任も分かち合う社会）を実現するために策定した「かのや男女共同参画プラン」の計画期間の

終了、新市誕生及び社会・経済情勢の変化に伴い、新たに平成 21 年度から平成 30 年度までの 10 年

間の計画を策定しました。 

本プランで定めた基本理念を実現するため、３つの基本目標、９つの重点項目、21 の施策の方向

を定め、本市における男女共同参画社会の実現を目指します。 
 

 

 

 

 

 

 
 基本目標 ２ 
               男女がともに安心して 
                  暮らせる環境の整備   

 

 

 重点項目８  政策･方針決定過程への女性の参画 
                               への促進  
                        重点項目９   市民と行政の共生･協働の推進 
 

 

 
  今回は 

《基本目標 ３ 男女共同参画による活力ある地域づくりの推進》について紹介します。 
  ライフスタイルの多様化、少子高齢化の進行、産業・就業構造の変化など、社会環境の大き 

な変化に対応し、豊かで活力ある地域をつくるために男女共同参画社会の実現は大きな課題と 
なっています。社会のあらゆる分野に女性の意見や視点が反映されるよう積極的に働きかける 
とともに、女性が参画しやすい環境整備と人材育成が重要です。 

  また、今後は市民・企業・ＮＰＯ等と行政が一体となった共生・協働の地域づくりを推進す 
ることが必要となってきます。そこで次の２つの重点項目を掲げています。 
 
 

 

 

 

3 回に分けての新プラン紹介は今回で

最終号となります。 



重点項目 ８  政策・方針決定過程への女性の参画の促進 
 
 

施策の方向⑰ 女性の人材育成とチャレンジ支援 
・ セミナー等の開催や専門研修への参加により、人材育成を促進します。 

・ 誰もがその個性と能力を十分に発揮できる社会を目指し、関係機関と連携を

図り、再チャレンジ支援や起業支援を推進します。 
 

施策の方向⑱ あらゆる分野における政策・方針決定過程への女性の参画促進 
・ 各種審議会・委員会等への女性の委員の登用率を平成 30 年度までに 30％と

設定し、目標を達成するよう必要な慣行の見直しを行います。 

・ あらゆる分野における方針決定過程への女性の参画を促進します。 

・ 女性の人材発掘や活用の促進を図ります。 
  
 
 
 
 
重点項目 ９  市民と行政の共生・協働の推進 
 
施策の方向⑲ 市民と行政の協働による地域づくりの推進 

・ 町内会やボランティア団体、ＮＰＯ等の活動促進を図るために、活動団体か

らの運営相談や要望等に対応する体制及び各団体間の連携・交流を促進する

ための体制を構築します。 

・ 町内会やボランティア団体、ＮＰＯ等の活動を支援するために「公募型協働

事業」、「市民活動総合補償制度」などにより、活動の促進を図ります。 

・ 地域づくりの担い手としてのリーダーやコーディネーターの人材発掘や育成

に取り組みます。 
 

施策の方向⑳ 国際交流への理解・協力の促進 
・ 国際的視野を持った市民を育むために、中学生や高校生の海外研修の推進な

ど、国際理解の促進と国際化に対応した人材の育成に努めます。 

・ 小学校での英語教育を実施し、英語によるコミュニケーション能力を身につ

ける外国語教育の充実・強化を推進します。 
 
施策の方向○21     環境保全への取組  

・ 「環境基本計画」に基づいて、市民・事業者・市の 

役割分担のもと、環境保全の取組みを進めます。 

・ 環境保全活動への男女共同参画の推進を図るため、地球環境保全のための意

思決定機関への女性の登用に努めます。 

・ 学校や地域、職場等様々な社会生活の場での環境教育や学習を推進し、環境

問題や環境保全に対する市民の意識啓発に努めるとともに、自然環境保全に

携わるボランティア及びリーダーの育成を進めます。 

・ 環境の保全活動と資源有効利用のもっとも大事な活動としての４Ｒ運動の推

進に積極的に取り組めるよう意識啓発に努めます。 

・ ごみの減量化、資源物の分別収集を実施するとともに、市民のリサイクル意

識の啓発に努めます。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
※４Ｒ運動：不要なものはもらわない（リフューズ）、ごみを減らす（リデュース）、くり返し 

使う（リュース）、再び資源として利用する（リサイクル）の運動をいいます。      

 



                  
       

 
 

① 毎日の生活に張りが感じられない      

            〈はい / いいえ〉   ★配偶者からの暴力についての被害経験 
② これまで楽しんでやれたことが楽しめなく  ＊配偶者から身体的暴力、心理的攻撃、性的強要に 
  なった       〈はい / いいえ〉    ついて一度でも受けた経験のある人 
③ 以前は楽にできていたことがおっくうに感   平成 20 年 女性３３．２％  男性１７．８％ 
  じられる      〈はい / いいえ〉   ＊配偶者暴力相談支援センターへの相談件数 
④ 自分が役に立つ人間だとは思えない      平成 20 年 6 万 8 千件以上・・・年々増加傾向 
            〈はい / いいえ〉   ＊警察に寄せられた相談件数   
⑤ わけもなく疲れたような感じがする      平成 20 年 2 万 5 千件以上・・・年々増加傾向 
            〈はい / いいえ〉   ★性犯罪の実態  

                       ＊強姦の認知件数 平成 20 年 1,582 件･･減少傾向 
「はい」という項目が２つ以上あり、その  ＊強制わいせつ認知件数  

 ような状態が 2 週間以上続いていて、そのた           平成 20 年 7,111 件･･減少傾向 
めに辛くなったり、日常の生活に支障が出て   被害年齢は 20 歳代が最も多く、小中学生などの低  
いるときには、医療機関や専門家への相談を   年齢での被害者も 2 割程度います。 
しましょう。                ★売買春の実態 

                          ＊児童買春事件の検挙件数 平成 20 年 1,056 件       

                                   うち出会い系サイト利用  531 件 
                                テレホンクラブ営業に係るもの 46 件 

         ★セクシュアル・ハラスメントの実態 
１ 冷静な判断が出来る            ＊都道府県労働局雇用均等室への相談件数 
２ 陽気である                  平成 20 年 13,529 件･･･ここ数年急激に増加 
３ 自分の考えを表現する            
４ 喜びにあふれている           
５ 他人の喜びを重視する           ★女性に対する暴力をなくす運動月間を設け、そ 
６ ポジティブシンキングをする        の期間は、国、地方公共団体、女性団体、その他 
７ 他人をねたむ               の関係団体が、意識啓発、広報キャンペーン、講 
８ 行動的だ                 演会やセミナーの開催、被害者からの相談活動な 
９ 他人を非難する              どを全国各地で展開します。 
10 他人のいいところを見つける         また、期間以外でも相談窓口を自動音声で案内 
11 柔軟性がある               する（ＤＶ相談ナビ）や相談しやすい環境の整備、 
12 手紙にすぐ返事を書く           被害者の自立を支援するためのモデル事業の実施 
13 気さくだ                 など被害者支援の取組みを実施しています。 
14 真実に立ち向かう            
15 思慮深い              
16 ものごとに感謝する 
17 多くの友達がいる              
18 家庭不和                  
19 仕事がきつい                
20 趣味をもっている              
 

40 点以下：  耐性が低い 
50 点以上：  耐性が高い 

 
結果はいかがだったでしょうか？ 
適度なストレスは人間を成長させるスパイス！ 
過度なストレスは心と身体に悪影響を及ぼす！ 

《 問い合わせ先 》 

 〒893－8501 鹿屋市共栄町20番1号 

  TEL ：（0994）31－1147 

  FAX：（0994）40－3003 

  市民活動推進課（男女共同参画推進室） 

 〈メールアドレス〉 

  danjyo@e-kanoya.net 


